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 6 月に入りました。校地に植えられた梅の木がたわわに実をつけたかと思えば、そのひとつひと

つがいつの間にか大きく成長し、先日は 3 年生が学習活動のために収穫したと聞きました。そし

ていまだ枝に残るいくつかは、ほんのりと朱に染まりつつあり、天から落ちてくる緑色の雨粒とも

相まって、季節の静かな移り変わりを愉しむことができます。 

 

 さて、運動会には地域のご来賓も含め、多くの方にご参観いただきました。ありがとうございま

した。低学年・中学年・高学年という３ブロックに分けたプログラム構成で行いました。１．２年

生の初々しさ、３．４年生の格好良さ、そして５．６年児童の迫力や圧巻な演技が校庭でまんべん

なく表現されていたと思います。実際の競争や競技、演技を通じて子供たちは積み重ねてきた時間

の集大成に、勝ち負けを超えた深い成就感や楽しさを感じていたはずです。 

 

 また、全校児童が互いの演技や種目をくいいるように見つめ、応援団が中心となって互いに声援

を送り拍手し、歌っていた光景は、子供たちの純な心が結晶した素敵な姿そのものでした。それは

それで多くの人の心を動かしたのではないでしょうか。感動という言葉では表現しきれない、大き

く確かな何かが学校を包んでいるようでしたね。 

 

指導に当たった教員もその場その場で励ましの言葉や声掛けをしていましたが、さらに言うなら

ば、応援席からの当意即妙で力強い声かけや、驚嘆と称賛の声、拍手も子供たちのあの日の在り方

に大きく影響していたことは間違いありません。 

 

 子供たちは健気に取り組みます。その過程や結果において、友人や大人の前向きで温かな声掛け

で自分に自信をもち、これからも頑張ろうという勇気を胸にします。「頑張った、そして認められ

た。」という経験は、彼らの健やかな成長にとって、大地の命をはぐくむ雨に似て、なくてはなら

ないものです。日常、周りにころがっている大小さまざまな彼らの頑張りを、雨粒が空から幾つも

幾つも降ってくるように、大人が認め励ましていきましょう。雨に濡れ、人知れず梅の実がそっと

色づいてゆくのと同様、彼らもまた大人が知らぬ間に立派に成長していきますから。 
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